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ロータリー財団と武士の俸禄
　立秋とは名ばかりの暑い日が続き、残暑厳しい茹だるよう
な毎日をお過ごしのことと思います。けれども、食欲の、読書
の、行楽の秋はすぐそこまで来ています。もう暫くこの厳しい
暑さは続くでしょうが、この際、楽しみながら乗り越えていき
ましょう。
　先日のこと、ロータリー財団ハンドブックに目を通している
と、年次基金寄付と恒久基金寄付（基本的には地区補助金
とグローバル補助金に使われる）の運用方法に目が留まりま
した。
　財団への寄付金は、2年間留保されることになっています。
これには理由があり、世界経済の好況不況に左右されるこ
となくプロジェクトを持続させていくことや、その資金を財団
が運用し、運用益を確保することが寄付金を留保する理由と
されています。
　『転ばぬ先の杖』　何れにしても、いま継続して行われて
いるプロジェクトを滞りなく全うできるような仕組みになって
いるのだなと、再認識させられた時間となりました。
　2年分の留保・・・この言葉、どこかで聞いたことのあるフ
レーズでした。そう、江戸時代、武士の俸禄（給料）の仕組
みです。ロータリー財団と武士社会。共通点は危機管理です。
　日本は往古より自然災害に苦しめられてきた背景があり、
人間が犠牲になることもあれば、同時に農作物が被害にあっ
てしまうことも往々にしてありました。農作物が甚大な被害を
受けると世の中は飢饉に見舞われ、更に犠牲者が増えてしま
います。そこで考えられたのが、2年分の米（年貢）は備蓄し、
いざという時のために備えようではないかとなったのです。
　米は2年分備蓄されたため、武士に配給される俸禄米は2
年前の古々米でした。武士は古々米であるその俸禄米を日々
食し、残った米を換金し生活用品等の購入に充て暮らしてい
たのです。
　そしていざ自然災害が発生し、その年の作物が収穫でき
ない事態に陥るや、備蓄してあった2年分の古米を放出し、
庶民の暮らしを守ったのです。前述したロータリー財団が採
った施策と同じように、こうやって危機を回避してきました。
　ではなぜ武士の俸禄は銭ではなく米だったのか。
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　江戸時代には既に金貨、銀貨、銭貨などからなる三貨制度
という立派な貨幣制度が浸透していました。にも関わらず、武
士の俸禄は銭（お金）ではなく米でした。それには深い理由
があったのです。
　銭というものは蓄財しようと思えば無限に貯め込むことがで
き、結果、富者はさらに蓄財し富むのに対し、米は蓄えること
ができてもせいぜい2～3年、無限に溜め込むことはできない

のです。米は何れ放出しなければ価値を無くしてしまうため、
使わざるを得ない構造になっていました。
　このような仕組みに支えられ、江戸時代の経済は回り、
災害に対する備えも整えられていったのです。
　いつの時代も最悪な状況に備えながら、明るい未来を希
求していくことの大切さを重ねて考えさせられた機会となり
ました。
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理事会報告

議題1　地区副幹事選任のお願い　承認
　クラブより推薦2名　吉良会員・坂本会員
議題2　コンパルホール夜例会廃止について　承認
　今期は、コンパルホールでの夜例会を廃止とする。
　昼のコンパルホール例会は、継続する。
　8/31（月）のコンパル夜例会は、昼12：30～コンパルホール
　へ変更。（食事あり）
議題3　今後の青少年奉仕活動について
　インターアクトは、時間をかけ今後慎重に協議していきたい。
　インター・RCCともに活動について調査を開始する。
議題4　9月・プログラムについて
　9月プログラム
　9/7　RCC全員協議会
　9/14　新型コロナについて　藤本会員
　9/28　コンパルホール昼例会
髙山会員より
　3年未満の会員が集まり、会員増強について話し合いの場を
　作っては？クラブ戦略委員会で話し合う。（時期未定）

8月3日（月）13：35～13：55　第2回理事会　

（髙野・吉田・河野・清水・髙山・橋本・穐田・髙橋・門脇）
幹事報告

・2020-2021年　国際大会のご案内（台湾・台北ツアー）
　申し込み期限　2020年9月18日（金）まで
・管理運営部門出前サービスのご案内
・今年度地区補助金プロジェクト「梨狩り」は、10/4（日）
　を予定しております。

例会の予定

■ 8 月26日（水）

■ 8 月31日（月）

■ 9 月 7 日（月）

■ 9 月14日（月）

ガバナー公式訪問　12：30〜

レンブラントホテル　2階 二豊の間

コンパルホール 305会議室　昼例会
RCC全員協議会
新型コロナについて（藤本会員）

ゲスト・ビジターの紹介

ゲ ス ト ：穴井　裕康会長（玖珠RC）
　　　　　安部　道和幹事（玖珠RC） 

ニコボックス

★玖珠ロータリークラブ　大口スマイル（5口）
今年度も宜しくお願いいたします。
★髙野　太会員（1口）
本日は、玖珠RCより会長・幹事のお二人がおいで下さいました。感謝を込めて一口いたします。 
★髙山　泰四郎会員（1口）
先日「大分学研究会」の7月例会が、コロナの影響により「ZOOM」によるリモート会議で行われました。テーマは「コロナ
対策」でした。私もオンラインに参加し、大分市・佐伯市・竹田市・国東市の四市長による報告を伺いました。無事参加出来
ましたので、記念に1口！

「会員増強について」〈卓話の時間〉 （8月3日）

会員組織委員長　穐田　英一郎会員より卓話・意見交換会を行いました。
＜姉妹クラブ　玖珠RCより穴井会長・安部幹事来訪＞

<今年度2720地区の方針>　

クラブの特性に沿った柔軟性を大事にする。数値目標は設定なし。          
革新かつ斬新な新しい形態や多様性を求める
→「会員維持の強化」や「女性シンポジウム（討論会）」の開催をメインとする。

<1985RC>

入会3年未満の会員のフォローアップ　3年未満9名          
クラブ戦略計画の確認も大事          
女性会員候補者に絞った懇親会も開催していきたい等…              
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